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は じ め に

この度はヤ マト科学のスプ レー ドライ ヤをお買上 げ頂きあり がとう ございま した。

本装置は従 来のス プ レー ドライ ヤと違い、 乾燥ガスを循環 して使用す るクロー ズドシス テム

型であり、 循 環ガスと して窒素 ガス、 又、 被蒸発物と して炭化水索系の 溶剤を対象と して おり

ま す。

溶剤 は毒性 及び爆発性がある場合もあり、 又、 窒索 ガスは万一も れが 起きた場合は酸素 欠乏

にもなります ので、 下記の点に十分注意して下さい。

（
一・

（１） 装置の 管理は十分に注意 し、 係員以外の人は絶対に操作 しないよ うにして下さい。

（２） 系内の 酸索 濃度 には常に注意し、 安全であることを確認 して下さ い。

（３） 本装置 は防 爆構造 ではあり ません。 装置回りの ガスの濃度には十分 注意 し、 部屋の 換気

を行なって下さい。

（４） 系内を開放するとき は、 酸 素濃度が２１％近くま でもどって いることを必 ず確 認し、 開放

口 にみだりに顔な どを近付 けないで下さ い。

（５） 本装置はエタノー ルを基準 としておりま す。

溶 剤 の 種 類 に よ っ て は、 フ ィ ル タ エ レ メ ン ト、
パ ッ キ ン

、 酸 索 モ ニ タ な ど 耐 用 期 間 に 差 が

でま す。 系内 ガスのリークな どの不具合 が生じた ら速やかに不具合部晶を新晶 と交換 して

下 さ い。

（６） 溶剤の使用可否は取扱上の 注意 ｒ適用 有機溶剤 につ いて」 に従って判断 して 下さい。

（７） 本装置は水系 溶 剤 ばも使用できますが、 取 扱上 の注意 「融点による制 限」 を御覧下さ い。

〆、 ※本装 置は大川原化工機㈱との共 同開発晶です。

一 １ ＿



（１） 仕

２ 仕 様

１）仕 様 冷 堪 Ｐ１２ 押 紅 姐

型 式 ＧＳ３１

方 式 Ｎ。 ガス 密閉循環 型

循 環 気 体 Ｎ。 ガ ス

循 環 量 Ｏ．２～ ０．５ｍ
３／ｍｉｎ

溶 剤 蒸 発 量 ２０００ｍ１／Ｈ （エ タノ ール基準）

性

能

噴 霧 方 式 二流 体ノ ズル１ＡＳ（噴霧口径Ｏ．４㎜）

熱 風 接 触 方 式 並流方式

温 度 調 節 範 囲 ４０～ ㈹ ℃ （入口温度）

温 度 調 節 精 度 ±１℃

溶 剤 回 収 方 式 凝縮 器十 冷凍機

製 晶 捕 集 方 式 超硬 質ガラス サイク ロ ン （一点捕集）

微 粉 捕 集 方 式 カ ー ト リ ッ ジ 型 フ ィ ル タ

循 環 ブ ロ ワ
“ル ー ツ フ ロ ワ

加 熱 源 ２ Ｋ Ｗ シ ー ズ ヒ ー タ

送 液 ポ ン プ 定 量 ペ リ ス タ ホ ン プ

乾 燥 チ ャ ン バ 超硬 質ガラス 径１２７ｘ高さ５７０㎜

構

－

成

溶 剤 回 収 容 器 ２０００ｍエ フ ラ ス コ

生 成 物 容 器 超硬質ガラス 容量約７５０ｍ１

温 度 表 示 熱 風 入 口 温 度
、 チ ャ ン バ 出 口 温 度

、
ト ラ ッ プ 温 度 （セ ン サ ： Ｋ 熱 電 対）

一

〇

噴 霧 Ｎ。 ガ ス 圧 カ 計 ブ ル ド ン 管 式 圧 力 計、 測 定 範 囲 （０ ～ ３ｋｇ／ｃｍ２）

そ の 他 の 計 器 オリフィ ス差圧言十 （風量測定用）、 フィ ルタ差圧言十

安 全 装 置 酸 素 濃 度言十、 可 燃 性 ガ ス 警 報 器 （２ 個）、
最 低 風 量 検 出 ス イ ッ チ、

内 部 圧

力 調 整 ス イ ッ チ、 ノ ズ ル 抜 取 検 出 ス イ ッ チ、 安 全 弁、 自 己 診 断 シ ス テ ム

（セ ン サ 断 線、
ヒ ー タ 断 線

、
過 熱 防 止）

電 源 ＡＣ２００Ｖ 単相２０Ａ

Ｎ。 ガ ス １ ㎏／ｃｍ
２Ｇ 約１５１／Ｈ

規

格

外 形 寸 法 幅１０５０ｘ 奥 行６７５× 高 さユ６００㎜

重 量 約２５０㎏

付

属

晶

（

梱

包

明

細

表

）

送 液 チ ュ ー ブ （シ リ コ ン）

φ ２ × φ ４ × １ ｍ ３

送 液 チ ュ ー ブ （バ イ ト ン）

φ ２ Ｘ φ ４ ｘ １ ｍ １

噴霧 Ｎ ガスチューブ １／４” ×工５０１

吸 気 ホ ー ス １ ％
”

×４００ １

出 口 温 度 セ ン サ １

配 管 フ ェ ル ー ル １

ク ラ ン プ ３ 種 各 １

ク ラ ン プ 用 パ ッ キ ン ３ 種 各 １

ホ ー ス バ ン ド ２

フ ラ ン ジ １

ノ ズ ル ガ イ ドパ イ プ １

噴 霧 ノ ズ ル （１ ＡＳ） １

フ ラ ス コ ク ラ ン プ １

０ リ ン グ Ｐ２２㌧Ｐ１４５…Ｐ１３５二各 １

ホ ー ス ロ （Ｎ。ガ ス 用） ｉ

乾 燥 チ ャ ン バ １

サ イ ク ロ ン １

生 成 物 容 器 １

２０００ｍ１ 丸 底 フ ラ ス コ １

キ ャ ッ プ ６

ガ ス 警 報 器 点 検 ガ ス ２

静 電 除 去 ブ ラ シ 用 ス タ ン ド １

チ ュ ー ブ 押 工 用 ス タ ン ド １

静 電 除 去 ブ ラ シ １

メ ガ ネ レ ン チ １

：Ｎ。 ガ ス 用 ホ ー ス（５ ｍ） １

試 料 マ ッ ト １

溶 剤 受 バ ッ ト １

排 気 ダ ク ト φ２５× ２ ｍ １

ホ ー ス ロ （排 気 ダ ク ト 用） １

ホ ー ス バ ン ド （排 気 ダク ト用） ２

チ ュ ー ブ ク ラ ン プ ２

ス ペ ー サ ２

六 角 棒 ス パ ナ 呼 ビ１
．
５ １

バ ルカテー プ ８ ㎜ 幅 Ｘ ５ ｍ巻 １

０。 計 用 ド ラ イ バ ー １
一

○。言十用 ヒ ュ ー ズ １ Ａ １

ア ー ス 線 １

保 証 書 １

取 扱 説 明 書 １

一 ２ 一



（２） 標準外付属品

【噴霧ノ ズル】

商 晶 コ ー ド ２１２７４２ ２１２７４３ ２１２７４４ ２ユ２７４５ ２１２７４６

型 式 １ＡＳ標準 １Ｓ ２ＡＳ ２Ｓ ３Ｓ

Ａ ４ ０ ６ ５ ０ ８ ５ ０ ８ ７ １ １ ７ １ １寸 法

（μｍ） Ｂ １２７０ １２７０ １２７０ １２７０ １２７０

Ｃ １ ６ ２ ６ １ ６ ２ ６ １ ７ ７ ８ １ ７ ７ ８ １ ６ ２ ６

＝」Ｌ

㌃
液 体用 ノ ズ ル

卜
気 体用 ノ ズ ル

（∵
注）Ｇ Ａ用 ノ ズ ル は 外 径 が 大 き い為 使 用 出 来 ま せ ん。

【記 録 計】

商 晶 コ ー ド ２ １ ２ ７ ４ ７

型 式 電子式ミニ記録計 （打点式）

記 録 点 数 ３ 点 （ＩＮＬＥＴ ＴＥＭ Ｐ
，

ＯＵＴＬＥＴ ＴＥＭ Ｐ， ＴＲＡＰ ＴＥ ＭＰ）仕

様

目 盛 一５０～２００℃

目 盛 長 さ ６０ｍｍ

【排気 ダクト】

商 晶 コ ー ド ２ １ ２ ７ ４ ８

型 式 ＤＴ

ホ ー ス 材 質 テ フ ロ ン Ｔ Ｆ Ｅ仕

様

ホ ーズ 寸 法 内径２４ｍｍｘ長さ２ｍ

接 続 部 晶 ホ ー ス ロ （Ｓ Ｕ Ｓ）、 ホ ー ス バ ン ド

【パッキ ン （ガラス 接続部用 ３種類１組）】

商 晶 コ ー ド

材 質

２ １ ２ ７ ４ ９

バ イ ト ン

２ １ ２ ７ ４ ０

テ フ ロ ン

一 ３ 一



３ 外観図
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⑲

⑨
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⑱

⑭

⑳

ｏ

⑦

⑫

８ ⑩ ⑱

ひ
① 操作パネル

② 制御部

③ 上部 フ レー ム

④ 噴霧ノ ズル

⑤ 送 液 ポ ソプ

⑥ 吸 気 ホ ー ス

⑦ サ イ ク ロ ソ

⑧ 生成物捕集容器

⑨ 乾 燥 チ ャ ンバ ー

⑩ 横 ク ラ ンプ

⑪ 上 ク ラ ンプ

⑫ 下 ク ラ ンプ

⑯ ス テ ー ジ

⑭ 回収 フ ラス コ

⑮ Ｎ。ガス 接 続 口

⑯ 排気ダク ト

⑰ キ ャ ッ プ

⑱ 出 口 温 度 セ ン サ

⑲ ス イ ッ チ 扉

⑳ 前扉

⑳ マ イ ク ロ ス イ ッ チ ボ ク ス

⑳ フ ロ ン ト ド ア ー

⑳ 寓 源 コ ー ド

⑳ 漏 電 ブ レー カ

⑳ 噴 霧 Ｎ。 ガ ス チ ュ ー プ

⑳ 送 液 チ ュ ー ブ

⑳ ア ー ス 端 子

＿ ４ 一
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操作 ・ 表 示 パネ ルの 説 明４

ひ

１９ １ １８ １６１７ １５ １

叩団㎜刮ｍ
ユ

■

ｌＮＬ ＥＴ ＴＥ Ｍｌ〕 ０Ｕ ＴＬＥＴ ＴＥＭＰ
ＳＰＲＡＹ ＰＲ ＥＳ

０ゴＭＯ ＩＴ０Ｒ ユ ６ ０
２５

一８

ｏ
．

＼
２！

．

④

瞥 口

ほｕ２２匝Ｒ， ％ 砕 亡１ コ ０ ３！ 、
③

２
Ｐ ∪ Ｍ■， ＩＮ一

。匝 丁 ０ Ｎ Ｔ Ｓ Ｐ Ｒ ＾ Ｙ ㎜ Ｌ Ｏ Ｗ 凹 Ｒ Ｎ。
川 Ｐ Ｏ Ｗ Ｅ 誠

， ４ ６ ８０Ｎ ０Ｎ ＯＮ
①

２ ８

〕
０

０ ｉＯ ＬＯ ＨＩ ⑥

Ｉ」 Ｌ ＳＩ… 匡１ 剛 Ｌ ＴＩ：６ Ｏ Ｗ ＾ ・Ｒ ＩＮ ｌＮ Ｉ ６ “ Ｌ Ｏ Ｃ Ｘ

８ＦＷＤｏＲＥＶ ８０Ｎ８ 胴１ＡＴ 日１０Ｎ ６０Ｎ ６０Ｎ ８ Ｎ Ｆ

，
５

， ７

８

ＣＡＬ

， ＣＡＬ

口

ＦＩＬＴＥＴ ＰＲＥＳＳＵＲ厄 ０Ｒ ｍＩＣＥ ＰＲＥＳＳＵＲＥ
阯 １００ ２０

４０ ６ ８０ １２０

２０ ８０ ４０ １６０ ⑳

）
Ｏ １００ Ｏ ２００

肌 ０Ｗ ＡＤＪＵＳＴ

Ｏ
⑳

）

⑳

⑳

⑳

⑱

⑩

⑪

⑨

⑳

⑳

⑳

一６－



（
一
＝

① パ ワ ー ス イ ッ チ 電 源 の ＯＮ － ＯＦＦ 時 に 使 用 し ま す
。

② Ｎ２ ＩＮ ス イ ッ チ 配 管 系 内 にＮ。ガ ス を 導 入 し て、 規 定 の Ｏ。濃 度 ま で 下 げ る 時 に 使 用 し

ま す
。

（ＯＮ と 同 時 に ラ ン プ が 点 灯 し ま す
。
）

③ ブ ロ ワ ス イ ッ チ 循 環 ブ ロ ワ を 動 作 さ せ る 時 に 使 用 し ま す
。

又
、

連 動 し て 冷 凍 機 も 動 作

し ま す
。 （ＯＮ と 向 時 に ラ ン プ が 点 灯 し ま す。）

④ ス プ レ ー ス イ ッ チ コ ン プ レ ッ サ が 作 動 し、 ノ ズ ル に 加 圧 Ｎ。ガ ス を 送 り ま す
。 （ＯＮ と 同

時 に ラ ン プ が 点 灯 し ま す）

⑤ イ ン タ ー ロ ッ ク ス イ ッ チ イ ン タ ー ロ ッ ク の ＯＮ － ＯＦＦ 時 に 使 用 し ま す。 イ ン タ ー ロ ッ ク ＯＮ

の 時 は 安 全 の 為 の 条 件 が そ ろ わ な い と ヒ ー タ ー や 送 液 ポ ン プ は 動 作 し

ま せ ん
。

（イ ン タ ー ロ ッ ク ＯＮ の 時 ＯＮ ラ ン プ 点 灯、 ＯＦＦ の 時 ＯＦＦ

ラ ン プ 点 滅 し ま す）

⑥ ＡＩＲ 工Ｎ ス イ ッ チ 系 内 ガ ス と 外 気 の 置 換 を す る 時 に 使 用 し ま す。 （ＯＮ と 同 時 に ラ ン プ

は 点 灯 し、
ブ ロ ワ、 コ ン プ レ ッ サ が 連 動 し て 起 動 し ま す

。
）

⑦ フ ィ ル タ ブ ロ ー ス イ ッ チ フ ィ ル タ の 逆 洗 を す る 時 に 使 用 し ま す 。 （ＯＮ と 同 時 に ラ ン プ は 点 灯

し、 押 し て い る 間 だ け 逆 洗 し ま す。）

⑧ パルス ジュッ トスイッチ ノ ズル先端部の付 着物を落 す時に使用 しま す。 （ＯＮ と 同時 に ラ ンプ

は点灯 し、 押 して いる間だけ動作しま す）

⑨ 入 口 温 度 コ ン ト ロ ー ル

ス イ ッ チ

温 度 制 御 す る 時 に 使 用 し ま す。 ス イ ッ チ を 入 れ る と ＯＮ が 点 灯 し、
実 際 に ヒ ー タ に 通 電 さ れ て い る 時、 ＨＥＡＴ が 点 灯 し ま す。

⑩ ポ ンプスイ ッチ （ＲＥＶ） 試料液を逆送する 時に使用 します。（ＯＮ と同 時に ラ ン プが点 灯 し、
押 している間だけ逆送 します）

⑪ ポ ンプスイ ッチ （ＦＷＤ）
、
試料液を送る時に使用 します。（ＯＮ と同時にラ ンプが点灯します。）

⑫ 入 口 温 度 調 節 ダイ ヤ ル 入口温度を設定する時に使用 します。

⑬ ポ ン プ 調 節 ダ イ ヤ ル 試料液を送る、 又 は逆送する速度を調節す る時に使用 します二

⑭ 二 一 ド ル 弁 噴霧圧カの調節時に使用 します。

⑮ 圧 力 計 噴霧圧力を表示 します。

⑯ 出 口 温 度 表 示 器 出口温度及びエラーを表示 します。

⑰ ト ラ ッ プ 温 度 表 示 器 ト ラ ッ プ 温 度 及 び ア ラ ー ム を 表 示 し ま す
。

⑱ ＲＥＦＲＩＧ 表 示 ラ ン プ 冷凍機が運転状態の時に点灯 します。 ラ ンプが点滅している場合 は冷

凍機保護の為、 待機状態にあり、 一定時間後、 冷凍機が動 作を始めます。

⑲ 入 口 温 度 表 示 器 入口温度及びエラーを表示 します。

⑳ ブ ザ ー ス イ ッ チ 警報ブザー音を停止する時に使用 します。（ブザー 音 は停 止 して も警

報又はエラー状態はリセッ トされません）

⑳ ＳＥＴ 及 び ＭＥＡＳ

切換スイッ チ

入口温度を設定する時には ＳＥＴ、 入口温度現 在値 の 表示 に は ＭＥＡＳ

に切り換えます。

⑳ 酸 素 濃 度 計 配管内の酸素濃度を表示します。

⑳ ＣＡＬ ス イ ’ツ チ 酸素濃度 計を校正する時に使用します。

⑳ フ ィ ル タ 差 圧 計 フィ ルタ の差圧 を表示しま す。 目づま りの程度を示 します。

⑳ オ リ フ ィ ス 差 圧 言十 オ リフィ スの差圧 を表示しま す。 換算表にて風量算出を行って下さい。

⑳ 風 量 調 節 ダ イ ヤ ル 循環ブ１コワの風量を設定する時に使用 します。

⑳ 温 度 記 録 計

（標準外付属 晶）

入口温度、 出口温度、 トラッ プ温度を記録します。
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５ 動 作 原 理

項 ６． 系 統 図 を 参 照 し て 下 さ い
。

試料 は容器か ら送液ポ ンプ ⑳ により噴霧ノ ズル ⑳ に送 られます。 又、 コ ンプ レッ サ⑲ か らの Ｎ。ガス

が二一 ドル弁 ⑳ により圧力調節されて噴霧ノ ズル ⑳ に送り込まれ、 ノ ズルの先端で試料 と混合 し、 乾 燥

チャ ンバ④内 に試料を噴霧させます。 この時、 試料は 粒径２０μ程度の液滴となり、 そ の表面積は試料 １ｍ

１ 当 り、
３
，
０００ｃｍ２に も な り ま す。

一方、 循環 ブロワー①により Ｎ、ガス は装置内 を循環し、 ヒータ③ によって設 定温度ま で加熱さ れま す。

こ の熱風が乾燥チャ ンバ の中 に吸 い込ま れ、 噴霧された試料液滴 と接触し、 瞬間的 に試料を乾燥させます。

熱 風と試料との接触面積 が非常に大きいので、 きわめて短時間 に、 約９０％ 以上の溶 剤が乾燥チャ ンバ内 で

蒸 発します。

試料は、 さ らに乾燥さ れながら、 サイ クロ ン⑤に送 られ、 ここでガス と分離され、 生成物 容器⑥に集め

⑪…
られま す。 又、 生成物容器にて取りきれない粒子は、 フィルタ⑦にて捕集されます。 ノ ズルで噴霧されて

からこの容器 に集ま るま での時間は０．５秒以内で、 しかも試料粒子は、 溶剤の 気 化熱 のた め、 そ れ程 温度

が高くなりま せん。 又、 不活性 ガス （Ｎ２ガス） 雰囲気中で処理を行ないます の で、 熱 に 弱い 物 質や 酸 化

しやす い物質でもほとん どダメ ー ジを与え ることなく粉末化する事が可能です。

蒸 発した溶剤は、 凝縮器⑧に より冷却さ れ、 回収 フラスコ⑩ に殆んど回収 され、 Ｎ。 ガス は循 環 ブロ ワ

に 戻 り、 再 び 循 環 し ま す。

試 験中の温度条件は入口温度 センサ⑫、 出口温度センサ⑬、 トラッ プ温度セ ンサ ⑭によって表示パ ネル

に 表示されます。 又、 循環 風量はオリフィ ス差圧 計⑰に表示さ れる差圧 値より、 換 算表にて知る事 が出来

ま す。（グラフ１参照）

又、 ノ ズル先端ヘサ ンプルの付着が著しい場合は、 パルス ジェッ トスイ ッチ ＯＮ に て電 磁 弁 Ｖ３⑳ を

開く と、 加圧 Ｎ。ガス がノ ズル先端部へ吹き付け られ、 付着物を取り除きます。 試験 終了 時 等 必要な 場 合

は、 ＡＩＲＩＮ スイ ツチ ＯＮにて電磁弁 Ｖ５⑳ ⑳ を開く 事で、 循 環経路 内へ外気 （空気） を導入 し、 置換す 亀））二

る事が出来ま す。

系内酸素 濃度は酸索 濃度計⑮によって検出され、 常に５％以 下になるようコントロ ー ルさ れて いま す。

酸素濃度 が５％を越えた時は、 ヒータ通電及び送液が自動的に停止します。
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６ 系統図

⑳ ／
⑳

試 料 ⑳

Ｎ
２

②

⑯ ⑬

・ｓ
１

０
。 ⑳

／＼

⑫ ⑪

⑳

Ｎ
。

⑥

⑰
／

ＰＳ２

⑬

／

⑳
⑳

① ⑩

⑭
⑳

⑩

Ｎ
２

倣

① 循 環 ブ ロワ

② オ リ フ ィ ス

③ ヒ ータ

④ 乾 燥 チ ャ ソ バ

⑤ サ イ ク ロ ン

⑥ 生成物容器

⑦ フ イ ルタ

⑧ 凝縮器

⑨ 冷凍機

⑩ 溶 剤 回 収 フ ラス コ

⑪ 安全弁

⑫ 入 口 温 度 セ ンサ ー

⑱ 出 口 温 度 セ ンサ ー

⑭ トラ ッ プ温 度 セ ンサ ー

⑮ 酸素濃度計

⑯ 圧 カ スイ ッ チ （ＰＳ１）

⑩ オ リ フ ィ ス 差 圧 計

⑱ 圧 カ スイ ッ チ （ＰＳ２）

⑲ コ ン プ レ ツ サ

⑳ 圧力計

⑪ 二 流 体ノ ズ ル

⑳ 送 液 ポ ン プ

⑳ 電 磁 弁 Ｖ１

⑳ 電磁弁Ｖ３

⑳ 電磁弁Ｖ４

⑳ 電 磁 弁 Ｖ５

⑳ 二 一 ドル 弁

⑳ フ ィ ル タ 差 圧 計

⑳ ボ ー ル バ ル ブ

⑳ 電 磁 弁 Ｖ８

⑳ 電 磁 弁 Ｖ１０

ｏ 」’
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記 号 部 晶 名 記 号 部 晶 名

ＣＡ １ 温 度 セ ン サ （入 口 用） Ｘ １ リ レ ー

ＣＡ ２ 温 度 セ ン サ （出 口 用） ＮＺＬ ノ ズ ル ス イ ッ チ

ＣＡ ３ 温 度 セ ン サ （ト ラ ッ プ 用） ＰＳ１ 圧 カ ス イ ッ チ （１）

ＥＬＢ 小 型 漏 電 ブ レ ー カ ＰＳ２ 圧 カ ス イ ッ チ （２）

Ｈ シ ー ズ ヒ ー ター Ｓ Ｗ １ ＣＡ Ｌ ス イ ッ チ

Ｍ ユ 循 環 ブ ロ ワ Ｖ １ 電 磁 弁 Ｖ １

Ｍ ２ 冷 凍 機 一Ｖ ３ 電 磁 弁 Ｖ ３

Ｍ３ モータ （送液ポ ンプ用） Ｖ４ 電磁 弁 Ｖ４

ＶＲ １ 風 量 調 節 Ｖ Ｒ Ｖ５ 電 磁 弁 Ｖ ５

ＶＲ琴 入口温度調節 ＶＲ Ｖ８ 電磁 弁 Ｖ８

ＶＲ３ 送液量調節 ＶＲ Ｖ１０ 電磁弁 Ｖ１０

ＣＯ Ｍ

ＩＮＶ１ＩＮＶ２

０． Ｍ

コ ン プ レ ッ サ

イ ン バ ー タ

酸 素 濃 度言十

Ｍ Ｒ １

Ｍ Ｒ２

ＡＲｌＡＲ２

電 磁 接 触 器

電 磁 接 触 器

ガ ス 警 報 器

Ｔ Ｔｌ Ｔ。 ト ラ ン ス Ｎ Ｆ ノ イ ズ フ ィ ル タ ー

ＣＴ１ カ レ ン ト ト ラ ン ス

⑰≡）１

１２ 一一



８ 設置方法

（１） 本器の周囲 は、 下図の範 囲で空 間を取って 下さ い。

近

Ｉ

、
三

「
一

８０㎝ 以 上

５０㎝ 以 上

５０ ㎝

正 面

一

ｆ

特に次の様な場所は避けて下さい。

・周 囲温度が３５℃以 上になる所や温度差の激 しい所

・ 直射 日光 のあ たる 所

・ 湿 気 の 多 い 所

・ 可 燃 性 ガ ス、 腐 食 性 ガ ス の あ る 所

（２） 本体を水 平 な 場所 に 設置 して 下さ い。

（３） 本器左側面の排気口に排気 ダク トを接 続し、 ドラフトチャ ンバや屋外に安全に排気 して 下さい。（ 図一１ ）

（４） 本 器 左 側 の Ｎ・ガ ス 用 ホ ー ス ロ に Ｎ・ ガ ス 用 ホ ー ス を 接 続 し て 下 さ い （ Ｎ、 ガ ス 圧 １ 擦 Ｇ ）。

本 体 排気 口

＼

排 ホ

気 １

ダ ス

ク バ

ト ソ

ド

ホ ソ

１ ケ

ス ッ

ロ ト 〈図 一 １〉
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９ 組立方法

（１） 制 御 部 の 各 ス イ ッ チ 及 び 漏 電 ブ レ ー カ が ＯＦＦ に な っ て い る こ と を 確 か め て か ら、 電 源 コ ー ド を Ａ

Ｃ２００Ｖ、 単 相２５Ａ 以 上 の 電 源 に 確 実 に 結 線 し て 下 さ い
。

本 器 の 電 源 コ ー ド は ア ー ス コ ー ド を 一 体 化 し た 接 地 形 ３ 芯 キ ャ ブ タ イ ヤ ケ ー ブ ル （ＶＣＴ） を 使 用

しでおりま すので、 緑色の線 を必ず接地 して ご使用下さ い。

屋 内 配 線

１
電 圧 側 Ｉ 黒

機 器
「

一 一 一 ‘ 一 一 一 一 一 一

接 地 側 白

接地極 緑

τ １

電 源 コ ー ド
＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿

」
Ｌ

＜図一２＞

（２） 付 属 晶 の 梱 包 を 開 け
、

ガ ラ ス 等 破 損 し て い な い か
、

確 認 し て 下 さ い
。

（３） アルミハ ニカ ム中央の穴からノ ズル ガイ ドパイ プを差 し込み、 内部のネ ジ部 に止まるまで手で ねじ

込 ん で 下 さ い
。 （図 一 ３）

θ

分配器

ア ル ミ ハ ニ カ ム

ノ ズ ル ガイ ドバイ プ

＜図一３＞
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（４） ノ ズルを上 部フ レー ム上面のノ ズル挿入 孔から （ＡＩＲ 用カプラを右側

に して） 差 し込んで下さ い。 （図 一４）
｝ Ａ工Ｒ 用カ プ ラ

ノ ズノレ

◎
◎

上部 フ レ ー ム

／１
７

／
〈図一４〉

（５） 分 配器下面の溝にＯリ ン グ （外 径 φ１４５） を セッ ト して下 さい。 乾燥 チ ャ ンバの 上か らフラ ンジ

（内径の 大きい方を上側）、 Ｏ リ ン グ （外径 φ１５５のもの） の順 に入 れ、 本体下部ステージの中央にセッ

ト し て 下 さ い。 ま た、 ２ 本 の ピ ン が チ ャ ン バ 下 面 フ ラ ン ジ の ２ 箇 所 の 溝 に 入 る よ う に セ ッ ト し、 チ ャ

ンバの枝 管が左側 になるようにして下さい。（図一５）

０ リ ソ グ◎
フ ラ ソ ジ

ｏ ス テ ー ジ

〈図一５〉

（６） 乾燥チャ ンバー下の前扉を 開け、 片手 でチ ャンバを支えな がら、 サ ポートジャッキのハ ンドルを 右

に 回し、 チャンバー上部が本体分配器の溝に入る様に方向を 定め、 Ｏ リ ン グに 当 るま で、 ステ ー ジ

を 上 昇 さ せ て 下 さ い。

分配器下面 の Ｏ リングは、 はずれて落ちている場合がありますので、 Ｏ リ ン グの 有無 を 確 認して 下

一 １５ 一



さ い。 又、 チャ ンバー上 面はＯリ ング下 面に軽く 当てる程 度で、 強く 押し付ける必要は有りま せん。

（７） 分 配 器 に つ い て い る 蝶 ナ ッ ト を フ ラ ン ジ の 溝 部 に 引 っ 掛 け て、 分 配 器 と フ ラ ン ジ の す き 間 約 １ ～１
．
５㎜

で 均 一 に 止 め て 下 さ い。 （図 一 ６）一

分 配 器分配

←Ｏ ）
〆 ＼

、

〈図一６〉

⊥
１ ～１．５㎜

丁

（８） 温度セ ンサを乾燥チャ ンバの枝管のネ ジ穴に取 付けて下さ い。 セ ンサネ ジ部 にはバルカテー プを 巻

いて 漏れが発生しない様に注意 して下さい。

セ ン サ の コ ネ ク タ は 上 部 フ レ ー ム 下 面 の

ソ ケ ッ ト に 差 込 ん で 下 さ い
。 （図 一 ７）

一
λ

一

馳

〆’ ｏ

〈図一７〉

（９） サ イ ク ロ ン の 横 フ ェ ル ー ル ① と 乾 燥 チ ャ ン バ の 横 フ ェ ル ー ル ② と の 間 に パ ッ キ ン （小） ③ を 入 れ
、

横ク ランプにて締め付 けて固定 して下さい。（図一８）

ω 吸 気ホース④をフィ ルタケースの配管⑤ に差込み、 ホースバ ンドで固 定して 下さい。 （図一８）

ω） 吸 気 ホ ー ス の 反 対 側 に 配 管 フ、エ ル ー ル ⑥ を 差 込 み
、

ホ ー ス バ ン ド で 固 定 し て 下 さ い。 （図 一 ８）

ひ
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．

⑪

㊥／
⑩
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① サ イ ク ロ ン 横 フ ェ ル ー ル

②乾燥チャ ンバ横 フェ ルール

③パッ キン （小）

④吸気 ホース

⑤ フ ィ ル タ ケ ー ス 配 管

⑥配管フェ ルール

⑦ サ イ ク ロ ン 上 フ ェ ル ー ル

⑧パッキ ン （中）

⑨ サ イ ク ロ ン 下 フ ェ ル ー ル

⑩生成物容器フェ ルール

⑪パッキ ン （大）



α２） サイ クロンの上フェ ルール⑦と配管フェ ルール⑥と の間にパ ッキン （中） ⑧入 れ、 上ク ラ ンプに て

締め 付けて固定して下さい。

組 立中、 サイ クロンに無理な力が加わらない様に注意 して下さ い。（図 一８）

㈹ サイ クロ ンの 下フェ ルール⑨と生 成物容器フェルー ル⑩との間にパッキ ン （大） ⑪を入れ、 下ク ラ

ンプにて締め付 けて固定 して 下さ い。

組立中、 サイ クロ ンに無理な力が加わ らな い様に注意 して下さ い。（図一８）

ω 噴霧 Ｎ。ガスチュー ブのカ プラを 噴霧ノ ズルに接続 して下さい。

α５ 本 体 正 面 下 部 の フ ラ ス コ 扉 を 開 け、 回 収 フ ラ ス コ を フ ラ ス コ ク ラ ン プ に て 固 定 し て 下 さ い。 こ の 時、

フ ラ ス コ ク ラ ン プ の ロ ー レ ッ ト ナ ッ ト に て ク ラ ン プ が 開 か な い 様 に 固 定 し て 下 さ い
。

α６） 向収フ ラス コの上方にある ボー ルバ ルブを開 にして下さい。

αの Ｎ。ガス の圧 力を１㎏／ｃ㎡となる様に減圧弁を使用 して調節 して下さ い。

’

ｆ
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１０ 運 転 方 法

本 機の運転 は以 下の１０一ユから１０－１０の順に行なって下さい。
１０－ ｌ Ｏ。 計 の 校 正

②
＊ Ｏ。 計 の チ ェ ッ ク は、 毎 日 運 転 前 に 必 ず 行 っ て 下 さ い。

① ＣＡＬＩＢ．
ボ リ ュ ー ム

② ＲＥＳＥＴ
．ス イ ッ チ

③ 原点調整ネジ

〈図一９〉
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１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０

（１） パ ワースイ ッチ ＯＦＦ のままＯ。計の原 点調整ネ ジ ③ にて 指針をＯ％ に合 わせ て下さい。

（２） 本 体 横 面 の 漏 電 ブ レ ー カ を “ＯＮ” に し ま す
。 （パ ワ ー ス イ ッ チ は ＯＦＦ の ま ま ） １０ 分 以 上 経 過 後、

以 下の調整を行って下さい。

（３） 本体正面のスイ ッチ扉を開 け、 ＣＡＬ スイ ッチを押して下さい。 （注１）

こ の時、 酸繁濃度計の針 が２１％を指せ ば正常です。

（針が最終値に落ち着くまで 少し時間 がかカ）りま すので注意 して下さ い）（注２）

（注 １） パ ワ ー ス イ ッ チ が “ＯＮ” さ れ て い る 時 は
、

Ｏ。計 の 校 正 は 出 来 ま せ ん
。

（注 ２） 針 が２１％ を 指 し て い な い 時 は、 図 一 ９ ① ＣＡＬＩＢ．ボ リ ュ ー ム を 回 し て２１％ に 合 わ せ て 下 さ い。

ＣＡＬＩＢ ボリュームを調整しても２１％に合わない時はセ ンサの劣化です ので セ ンサ を交 換 し

て 下 さ い。

１０－２ プＤワー運転

項４ 操作・ 表示パ ネルの説明を参照して下さい。

（１） ＣＡＬス イ ッ チ を ＯＦＦ に し、
パ ワ ー ス イ ッ チ ① を“Ｏ Ｎ”し て 下 さ い。 入 口 温 度 ⑲、 出 口 温 度 ⑯、 ト ラ

ップ温度⑰ が表示さ れ、 約１０秒後に酸 素濃度計 ⑳ が作動しま す。

（パ ワ ー ス イ ッ チ を ＯＮ す る と イ ン タ ー ロ ッ ク は 自 動 的 に ＯＮ に な っ て い ま す）

（２） ブ ロ ワ ー ス イ ッ チ ③ を“ＯＮ”に し ま す。 ブ ロ ワ ー は 運 転 状 態 に な り、 又 約１０秒 後 に 冷 凍 機 が 自 動 的

に運転を始 めます。

ブロワー運転 （冷凍機 運転） 停 止後、 再び ブロワー ＯＮ した 時、 停止 時間 が４ 分以 下 の時 は 冷凍 機

は動作せず、 ブロワー のみ動作 し （ＲＥＦＲＩＧ点滅）、 停止から４ 分後 に冷凍機が動作を始めます。

（３） オ リフィス差圧計 ⑳ を見な がら、 ブロワ調節ダイヤ ル ⑳ を回して風量を調節して下さい。

（注） 風 量 設 定 がＯ
．
２ｍ

３／ ｍｉｎ 以 下 に な っ て い る 場 合、． 入 口 温 度 表 示 に “Ｅｒｒ５” が 表 示 さ れ ま す が、

風量を上 げればリセッ トさ れま す。

ぴ
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１０－ ３ Ｎ。 ガ ス 導 入

（１） Ｎ。 ガ ス 供 給 圧 力 が １ ㎏ ／ｃｍ
２Ｇ に な っ て い る の を 確 認 し て Ｎ。 ガ ス を 供 給 し て 下 さ い。

（２） Ｎ．ＩＮ ス イ ッ チ ② 及 び ブ ロ ワ ー ス イ ッ チ ⑧ を“ＯＮ”に し て 下 さ い
。

装 置 内 に Ｎ。 ガ ス が 導 入 さ れ
、

酸素濃度蕎十の 表示 が下がり始めます。

規 定 の Ｏ。 濃 度 （３．５％） 以 下 に な っ た ら ガ ス の 供 給 は 自 動 的 に 停 止 し ま す
。

風 量Ｏ
．
５ｍ

３／ ｍｉｎ の 時
’

６ ～ ７ 分 以 内 に Ｏ。 濃 度 が３．５％ 以 下 に な れ ば 正 常 で す
。

Ｎ・ＩＮ ス イ ッ チ は ＯＦＦ と な り、 以 後 Ｏ。 濃 度 が ５ ％ を 越 え な い 様 に 自 動 制 御 を 行 な い ま す。

１０－４ 噴霧準備

（１） ポンプスイ ッチ ＦＷＤ ⑪又 は ＲＥＶ ⑩に より送液ポ ンプを回 転さ せ、 図 一１０の様に 送液チュ ー ブを

セ ットして下さい。（酸素濃度が ５％以 上の時はイ ンターロックＯＮ ではＦＷＤ ⑪は 動 作 しません。

イ １／タ ー ロ ッ ク を ＯＦＦ に す る か 酸 素 濃 度 を ５ ％ 以 下 に し て 下 さ い。）

テス ト条 件の調整 の間や試料噴霧終了後は試料を送液せ ず、 使用さ れている 溶剤のみを送液 しますの

で試料と は別に、 溶剤のみを用意してください。

送 液 チ ュ ー ブ スペ ーサ チュー ブクランプ ノ ズ ル

試料 ∵ ＼ 、

〈図一１０〉

１０－ ５ 入 口 温 度 コ ン ト ロ ー ル

（１） ＳＥＴ ／ Ｍ ＥＡＳ ス イ ッ チ ⑳ を 押 し “
ＳＥＴ

” が 点 灯 す る 様 に し て 下 さ い。

畑 （１回押す ごとに ＳＥＴ と ＭＥＡＳ が切替りま す）

入口温度表示器⑲ に入口温 度の設定 値が表示さ れます。
Ｉ

（２） 入口温度調節 ダイヤ ル⑫ により入 口温度設定値を希望 する温度に変更して下さ い。

（３） 入 口 温 度 コ ン ト ロ ー ル ス イ ッ チ ⑨ を ＯＮ す る と“ＯＮ”ラ ン プ が 点 灯 し、 温 度 コ ン ト ロ ー ル が 開 始 さ

れ ま す。 ヒ ー タ に 通 電 さ れ て い る 時 は“ＨＥＡＴ”が 点 灯 し ま す。

（４） “ＭＥＡＳ”ＯＮ にす ると入 口温度の現 在値を表示します。

ｌＯ－６試料噴霧

（１）’ 入口温度が設定 温度 にな ってもチャンバが適当な温度 に温ま る （出口温度が安定 す る）ま で、 加熱

を 続 け ま す。 （ユ６０℃ Ｏ．５㎡／ｍｉｎ で ３０ ～ ４０ 分 位）

（２） 出口温度表示 器⑯に出口温度が表示されますので、 出口温度が希望の温度以上にな って しまう 場合

は
、

ス プ レ ー ス イ ッ チ ④ 及 び ポ ン プ （Ｆ Ｗ Ｄ） ス イ ッ チ ⑪ を“ＯＮ” に し て、 適 当 量 の 溶 剤 を ノ ズ ル に

送液 し噴霧さ せて下さ い。 噴霧圧は 二一 ドル弁 ⑭ により調 節して 下さ い。

１９ 一



又、 入口 温度が希望の温度に達する前 に出口温 度が１徹Ｃを越えて しま う場合も、 送 液 して、 出口 温

度 を１００℃以下に下 げて下さ い。

（３） 入口温度が希望の温度に 達し、 出口 温度が安定 しま したら、 出口温度、 乾燥 Ｎ。流景、 溶剤 送 液量、

噴 霧圧 力 が希 望の 条件にな るようにそれぞ れ調節 して 下さい。

尚、 実際 の試 料を送液す る場合は、 非蒸発分 （固形分） があり、 出口温 度が上がりま すから、 この

時の出口温度 は希望の 温度より 少し低 めに 設定して下さい。

＊入口温度 が一定に保たれるなら、それぞれの因子の出口温度に及ぼす影響は次のように なります。

試料送液流量 →大：出口温度→低

乾燥 Ｎ。流量 →大：出口温度→高

試料濃度（外 部要因）→高：出口温度→高

又、 噴霧圧力 を増せば、 噴霧さ れる液滴は微粒化されます。

（４） 以上の諸要素 が希望 の条件に設定できましたら、 送液を溶剤か ら実際の試料に切換 えて 下さ い。 こ

の時、 出 口温度 が多少変化しますので、 必要ならば再度、 試料送液量等の調節を して 下さ い。

送液 量や試料の種類にもよりますが、 通常約２～５分位 で溶 剤が回 収フラスコ に出てき ます。

（５） 希望す る粉体量が生成物容器に捕集されま したら、 試 料の送液を 止め、 閉塞 防止の為直ちに 溶剤を

送液 して 下さい。（ノズ ル内に残って いる試料 を追い出す為、 ２０ｍ４は送 液 して 下さ い） こ の 時、 送

液流量 は少し低く して下さい。

（６） ヒ ー タ ス イ ッ チ ⑨ を“ＯＦＦ”に し て 下 さ い
。

（７） Ｆ ＷＤ ス イ ッ チ ⑪ を“ＯＦＦ”に し て 送 液 を 停 止 し て 下 さ い。

（８） 送 液 停 止 し て １０ ～ ２０ 秒 後、 ス プ レ ー ス イ ッ チ ④ を“ＯＦＦ”に し て 噴 霧 を 止 め て 下 さ い。

１０－７ ブロ ワー運転停止

（１） 送液を 停止して も、 すぐには溶剤回収は停止 しません。 送液停止後 も運転を続 け （約１０分）、 十 分

に溶剤を 回収して 下さい。

ただし、 融点の高い溶剤や水を含む場合で、 凝縮器内部で凝固している時 （送液量に対して回収量が

か な り 少 な い 場 合）は、
ブ ロ ワ ー ス イ ッ チ を ＯＦＦ し

、
再 び ＯＮ し て 冷 凍 機 待 機 状 態 で ブ ロ ワ ー の み

．

運転 し （適当な入 口温度で）、 凝固している溶剤又は水を融かして回収して下さい。

（２） 入口温 度が４５℃ 以下に下がったら ブロワースイ ッチ③を ＯＦＦ にして下さい。 ブロワ ー 及 び冷 凍機

が停止 します。

（３） 安全の為、 入口 温度 が４５℃ 以下にな らないと ブロワーは止ま らない ようにな っています。４５℃ 以上

で ブロワースイッチ③を ＯＦＦに した場合ブロワ ー “ＯＮ” 表示 は消えま す が、 ブロ ワ ーの 運転 は停

止 せず、 入口温度 が４５℃ま で下 がった 時自動的 に停止 しま す。 さ らにブロワ ー 停止 後風 量 ０の 為 に

ヒータ温度が上昇 し、 入口温度が５０℃以上になっ た時 はブロワースイ ッチ ＯＦＦで も ブロ ワ ーは 自 動

的 に運転を始めます。

入 口温度が５０℃になった 時ブロワーが運転を始めるのは、パワースイッチ ① が ＯＦＦ の時でも起りま す。

即 ち、 表面的には電源が入っていなくても ブレーカのみ ＯＮ であり、 入 口温 度が５０◎Ｃ以 上 であ れ ば

自動的 にブ１ロワーは動き始めます。

ぴ
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１０－８ 系内ガス置換

作業終 了後・ 入口 温度 が６０℃以下になった ら系内ガスを外気と 置換 して下さ い。

（１） Ｎ。ガス 供給を停止 して下さい （元栓を閉 じる）

（２） ＡＩＲ ＩＮ ス イ ッ チ ⑥ を“ＯＮ”に し て 下 さ い。
ブ ロ ワ ー と コ ン プ レ ッ サ が 動 作 し、 外 気 が 導 入 さ れ ま

す
。 Ｏ・ 濃 度 が 上 が り

、
５ ％ に な る と ト ラ ッ プ 温 度 表 示 器 ⑰ に“ 一 ０２・が 表 示 さ れ ブ ザ ー が 鳴 り ま す

。

（３） 酸 素濃度言十⑳の扉を開け、 内部のリセットスイ ッチ （図一９②） を押 して警報 を解除 して下さ い。

（４） 酸素濃度が２１％にな ったら ＡＩＲＩＮ スイ ッチ ⑥を ＯＦＦ に して下さ い。 ５ ％から２１％近 く にな るま

で約５分かかります。

（５） ブ ロ ワ ー ス ィ ッ チ ＯＮ で３０秒 か ら １ 分 間 位 運 転 し、Ｏ。 濃 度 が 下 が っ た ら 再 度 ＡＩＲ ＩＮ に て Ｏ、 濃 度 を

２１％にも どして下さい（元栓が開いていると ＡＩＲＩＮ している問もＮ。ガスが系内 に導入されます）。

１０－９ 製品回収

（１） 生成物容器のクラ ンプを外 し、 容器 を取り外 して下さい。（この時、 サイ ク ロ ン下部 の 金具 の 裏側

に 乾燥粒子が付着 している場合がありますので ご注意下さ い）

（２） 取 り外 し作業中、 サイ クロ ンに無理な力 が加 わらないよ う注意 して下さ い。

１０－１０ 溶剤回収

（１） 送液を停止 して も直 には回収は止り ません。 送液停止後 も運転を続け充分に溶剤を回収 して下さい。

（２） 回収が終了 した ら、 回収 フラスコ上 方のボールバルブを 閉じて下さい。

（３） 回 収 フ ラ ス コ を 片 手 で 支 え、 フ ラ ス コ ク ラ ン プ を 外 し、 フ ラ ス コ を 取 外 し て 下 さ い。

（４） フ ラ ス コ を は ず し て い る 間 は バ ル ブ は 閉 に し て お い て 下 さ い。

（５） 本 器 右 側 面 扉 を 開 け る と Ｏ・セ ：／サ 配 管 の ト ラ ッ プ が あ り ま す。 運 転 終 了 後、 ト ラ ッ プ の
．一
ド レ ン・コ ッ

クを開けて溜った溶剤を取出 して下さい。 溶剤取 出し後、 コックは確 実に閉 じて 下さい。

１０－ｌ１ 長時間連続運転中の製品及 ぴ回収溶剤の取 出し方

長時 間連続運転する場合は、 ある時間毎に製晶及 び回収溶剤を取だ して下さい。 忘れます と各容器が

満杯と なり、 製晶が回収され ずフィルタの目詰まりを早めたり、 溶剤 が乾燥室本 体まで飛散 したり して

思わぬ事故 になる場合もあります。

①製晶回収

加熱及 び送液を停止 し、 入 口温度を４５℃以下に下げ、 系 内ガス 置換 をしてか ら、 サイ ク ロ ンの下

ク ラ ンプを外 し、 生成物容器 を取り外 して製 晶を 回収 して下さ い。 運 転中には生成物容器 を絶対に外

さ な い で 下 さ い
。

製 晶 を 回 収 後 は、
生 成 物 容 器 を 取 付 け、 項１０－２一（２）ブ ロ ワ ス イ ッ チ“ＯＮ”よ り 操 作 を 行 な っ て 下 さ い。

②溶剤回収

回 収 フ ラ ス コ 上 方 の ボ ー ル バ ル ブ を 確 実 に 閉 じ
、 片 手 で 回 収 フ ラ ス コ を 持 ち な が ら、 フ ラ ス コ ク ラ

ン プ を 外 し て 回 収 フ ラ ス コ を 取 外 し 速 や か に 空 フ ラ ス コ を 取 付 け て 下 さ い。

取付 は・ 逆の要領で行ない、 ボールバル ブを開けて下さい。（必ずしも循環 ブロ ワを 停 止 する 必要

はありませ んが・ ボー ルバル ブを閉じるのを忘れて回収フラス コを外すと、 外気を吸 い込 み、 酸素濃

度 が急激に 上昇し、 危 険の為、 出来るだけ運転を停止して行っ て下さい。）

又 運 転 終 了 後 Ｏ・セ；／サ 配 管 ト ラ ッ プ の ド レ イ コ ッ ク を 開 け て・ 溜 っ た 溶 剤 を 取 出 し て 下 さ い。

溶 剤 取 出 し 後
、 コ ッ ク は 確 実 に 閉 じ て 下 さ い。
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１１ 整備方法

（１） 運転停止後、 ガラス部晶を組立て の場合と 逆の要領で取り外 し、 水道水、 その他適当な方 法で洗浄

し て 下 さ い。

（２） 分 配 器、 出 口 温 度 セ ン サ ー、 ホ ー ス 等、 粉 体 が 付 着 し て い る と こ ろ を 洗 浄 し て 下 さ い。

又、 ア ルミ ハニカムを 洗浄する時は以下の方法で取りはず して下さい。

① 分配器側 面のチューブを はずす

② 分配 器を止め ている ボル ト３本のうち正面の１本をはずす。

③ 付属のメ ガネ レンチで奥の ボルト２本をゆるめる。

④ 分配器を手前に ずらし取り はずす。

（３） 試 料 チ ュ ー ブ は ポ ン プ ス イ ッ チ を“ＯＮ”に し て 蒸 留 水 を 流 し
、 内 部 の 汚 れ を 取 り 除 い て 下 さ い。

（酸 索 濃 度 が ５ ％ 以 上 の 時、 イ ン タ ー ロ ッ ク ス イ ッ チ を ＯＦＦ す る と
、

ポ ン プ ス イ ッ チ を ＯＮ 恒 す る

こ と が 出 来 ま す。 必 要 な い 時 は
、

イ ン タ ー ロ ッ ク ス イ ッ チ は 必 ず “ＯＮ” に し て お い て 下 さ い）

（４） 噴 霧 ノ ズ ル は 噴 霧 Ｎ。ガ ス チ ュ ー ブ
、 試 料 送 液 チ ュ ー ブ を 外 し、 ＜図 一１１〉 の よ う に 分 解 し て 、

超 音波洗浄等で洗浄 して下さ い。 内部 に汚れがあると正常な噴霧ができないこと がありま すので充分

に 洗 浄 し て 下 さ い。

一②

①ノ ズル本体

② ブ ラ ン ジ ャ

③ 二一 ドル

④液体用ノ ズル

⑤気体用ノ ズル

⑥リング

③

イ ＜Ｈ＞
②一⑤

（５） フ ィ ル タ の 目 づ ま り は 操 作 パ ネ ル の フ ィ ル タ ー ブ ロ ー ス イ ッ チ ⑦ を “ＯＮ” す る こ と で い く ら か は

回復出来ますが、 原則的には使 い捨てと なりま す。 フィ ルタ 差圧計の指示が初期値の２ 倍位になった

ら交換 して下さい。（フィ ルタの 水洗いは 出来ません）

フ ィ ル タ 取 り 出 し は 本 機 左 側 扉 を 開 け、 フ ィ ル タ ケ ー ス の パ チ ン 錠 を 外 し
、 フ ィ ル タ ー ケ ー ス の ふ

た を 開 け る と フ ィ ル タ ー エ レメ ン ト が フ ィ ル タ 固 定 用 ナ ッ ト で 固 定 さ れ て い ま す
。

固 定 ナ ッ ト を 外 し、

フ ィ ル タ エ レメ ン ト を 上 へ 抜 い て 下 さ い
。

（６） フ ィ ル タ ー ケ ー ス 内 の 清 掃 は フ ィ ル タ を 取 り 出 し、 フ ィ ル タ ー ケ ー ス 内 面 や 底 面 に 付 着 し た 粉 体 を

掃 除機で吸引又は布等で拭き取って下さい。 この時、 底面にある配管 口に粉体を 落さないように注 意

し て 下 さ い。

（７） 可燃 ガス警報器の点検

警報器が正常な作動状態にあるか どうか、 半年毎 に下記の要領でチェックして下さい。右側面扉 を開

げると上下２ 個所に検知 部があり ます。

①付属晶の点検ガスの上蓋を開け、 先端を検知部の 点検口 （検 知部下側） に押し当ててく ださ い。

②点検ガスの胴部を押 してガスをかけてく ださい。 ガスを検知す ると トラップ温度表示器に ＡＲ３又

ぴ
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は ＡＲ４が表示さ れブザーが鳴ります。

③検 知部付近にガスが無くなれば警報状態 は解除されます。

④点検ガスは揮発性ですから、 ご使用後はキャッ プをかたく締 めてく ださ い。

⑤点 検ガス容器 内の固形物がなく なりま した ら販売店又 は当社 へご連絡 下さい。

検知部

こ の 郡 分 を く り か え し

指 で 押 す

点 検 ガス

（８） 酸素濃度計セ ンサ交換

酸素濃度計の校正を行った時、 指針 が２１％ に合わせ られなく なった場合 はセ ンサ の劣化です。 セ ン

サを交換 して下さい。 販売 店又は当 杜へ ご連 絡下さい。

（９） 循環 ブロワの給油

据付後・ 初 めて の運転では起軍 後… 時間目 （・・日間） で、 そ れ以 後 ば約・… 時 間 （約 １ ヶ月） 毎

に潤滑油 を全量新 替えして 下さい。

① ブ ロ ワ ー を 停 止 し
、

オ イ ル ド レ ン 抜 プ ラ グ を 取 外 し
、

古 い オ イ ル を 全 部 排 出 し て 下 さ い。

②プラ グを もどし、 上部給油 口か らゴミが入らないように新油をオイ ルゲー ジの指標線まで入 れて下

さ い。 （ 約０
．
３ Ｚ ）

潤滑油の銘柄例

ＪＩＳＫ２２１３による添加 ター ビン油３号 （＃１８０） 相当のもの が適当です。（代表銘柄は次の通りです。）

＼ ぐ 力一

モ ー ビル エ ツ ソ 出 光 三 菱 日 石 昭 和 シェ ル 共 石 コ ス モ

区 分

Ｄ Ｔ Ｅ オ イ ダ フ ニ ダ イ ヤ モ ン タ ー ボ オイ ル 共 石 コ ス モ

３ 号 ル ヘ ビ ー テ レ ッ ソ６８ タ ー ビ ン オ ド タ ー ビ ン

Ｆ Ｂ Ｋ
Ｔ６８ Ｒ Ｉ Ｘ タ ー タ ー ビ ン

メ デ イ ア ム イ ル６８ オ イ ル６８
タ ー ビ ン６８ Ｊ －Ｈ オイ ル

６８
ビ ン６８ ス ー パ ー６８

給 油 口

オ

イ

ノレ

ゲ＼
１ 口
ジ

ｒ ト ’イ ’１ ’ Ｌ
｛

１ ノ 、 ノ 十 →＝ ｒ ヂ 昌 カ “

オ

エゲ＼
二

オ イ ル ト レ ノ 抜 プ ラ ク

ｑｏ 冷凍機の冷却 ファンにほこりが 溜ると冷 却能 力が低下します。

定期的 に本体左側面下の保護ヵバ ーをは ずし清 掃して下さい。
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１２ 取 扱 上 の 注 意

１２－ｌ ＧＳ３１ 適用有機溶剤 について

ＧＳ３１標準仕様 はエタノ ールを基準に設計されております。 他の有機溶剤を 使用 す る場合 埣下記 の 制

限があり、 注意 が必要です。

（１） 爆 発限界酸素 濃度による制限

窒 素ガス、 有機溶剤、、空気 （酸素） が混合された場合、 限界酸素濃度という値が存在 し、 酸 素濃度

がこ の値以上 で点火源があると爆発が起ります。 従って溶剤の限界酸索濃度は高い程望 しい訳 です。

ＧＳ３１に おいて は限界酸素濃度９％を限界としています。 限界酸素濃度が９ ％以 下 の有 機溶 剤 は 使用

し な い で 下 さ い。

表 １に各有機溶剤の限界酸素濃度を示します。

又、 他 の 有 機 溶 剤 に っ い て は 式（１）に よ っ て 算 出 し て 下 さ い。

（２） 沸 点による制限

ＧＳ－３１においては溶剤を凝縮器で冷却し回収 していま すが、 出口温度、 送 液 量、 周 囲 温度、 送 液

時間 等によって、 凝縮器出口温度がかなり上がる場合があります。

〔例〕 周 囲温度 ３５℃ 送液量 ２０００ｍ〃Ｈ （エタノ ール）

風 量 Ｏ．５㎡／ｍｉｎ 送 液 時 間 ３０分

出口 温度 １００℃ 凝縮器出口温度 ３６℃

従 って沸点の 低い溶剤にっいては充分凝縮されない場合もあります。表 １に各溶剤の沸点を示 します。

実際 には低沸点 の溶剤を使用 する場合は、 入 口及び出口温度は高くす る必要 がなく 例えば塩化メ チ レ

ン等 の低沸点溶 剤でも風量や送液 量を減らす ことにより 凝縮器出 口温度を下 げて使用 できます。

〔例〕 周囲 温度 ２５℃ 送液量 １１７０ｍ１／Ｈ （塩化メ チ レン）

風 量 Ｏ．４５㎡／ｍｉｎ 送 液 時 間 ２０ｍｉｎ

出口 温度 ３８℃ 凝縮器出口温度 １３℃ ◎グ）

（３） 融点による制限

高融点の溶剤又 は水 が含ま れる場合、 トラ ップ温度 が低く過 ぎると、 凝縮器内 部で 凝固すること が

あります。 この時 は風量 を上 げる、 入 口温度 を上 げる、 送液量を増やす等の調整 によ りトラッ プ温度

を 上 げ る か
、

ブ ロ ワ ー ス イ ッ チ を 一 度 ＯＦＦ し、 再 度 ＯＮ し て 冷 凍 機 待 機 の 状 態 で ブ ロ ワ ー を 運 転 し
、

凝固 した溶剤又 は水分を 融かして下さ い。

（溶剤送液の前 にトラッ プ温度 が融 点より低くて も、 溶 剤を流 し始めると トラッ プ温 度は 上 がっ てき

ま す の で、 し ば ら く 様 子 を 見 て く だ さ い。）

（４） 耐蝕性による制限

ＧＳ３１はエタノ ールを基準と して設 計さ れており、 他の溶剤を使用する場合、 部 晶に よ って は 耐用

期間が異なりますので注意 が必要です。

図ユ２にステ ンレス及 びガラス以外の材質を使用 している部分を示 します。 又表２に使用材 質の 耐蝕性

を 示 し ま す。
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表２ の耐蝕性 は各溶剤中 に浸漬 した場合の データ であり、 本器 の場合、 送液チュ ーブ以外 は薄い溶 剤

蒸 気に曝さ れる もので、 △印又 はＸ印であ っても直ちに侵潤さ れる訳ではありません が、 エタノー ル

以 外の溶剤にっいては 耐用期間 が短くなる 部分もあります ので、 酸素濃度の上昇遠度 の異 常、 系内 ガ

ス のリークな どの不具合 が生 じま した ら、 速やかに不具合部晶 の交換をして下さい。

送 液 チ ュ ー ブ は 下 記 の よ う に 使 い 分 け て 下 さ い
。

’

シリ コ ン チ ュ ー ブ ー 一 エ タ ノ ー ル
、 イ ソ プ ロ ピ ル ア ル コ ー ル、 メ タノ ー ル、 ア セ ト ン、 酢 酸 エ チ ル

バ イ ト ン チ ュ ー ブ ー 一 キ シ レ ン、 ト ル エ ン、
ベ ン ゼ ン、 ヘ キ サ ン、 ク ロ ロ ホ ル ム、 塩 化 メ チ レ ン

ガラス部晶の接続部に使用するパッキ ンは標準 のシリコ ンの 外にバイ トン及びテフロ ン製も用意 し

て あ り ま す。 （オ プ シ ョ ン）

表１ 有 機 溶 剤 沸 点 〔℃〕 融 点 〔℃〕 限界 酸 素濃度 〔％〕

キ シ レ ン （ｏ） １４４ （Ｏ） 一２５ （ｏ） 工０
．
５

（ｍ） １３９
．
３ （ｍ） 一４７．

４ （ｍ） ユ１．５

（Ｐ） １３８
．５

（Ｐ） １３．
２ （Ｐ） １１．５

イ ソ プ ロ ピ ルア ル コ ー ル ８２
．
３ 一 ８８ ９．Ｏ

ベ ン ゼ ン ８０．１ ５．５ １０．５

エ タ ノ ー ル ７８．４ 一 １１４
．
３ ９

．
９

酢 酸 エ チ
’
「

ル ７７
．
１ 一 ８３

．
６ ユ０

．
０

ヘ キ サ ン ６７．７ 一 ９５．３ ユ１．４

メ タ ノ ー ル ６４
．
６ 一 ９７

．
４ ９

，
７

ク ロ ロ ホ ル ム ６１
．
２ 一 ６３

．
５ 不 燃

ア セ ト ン ５６
．
２ 一 ９４

．
６ 工Ｏ

．
４

塩 化 メ チ レ ン ４０ 一 ９７
．
７ ２３

．
９

［限界酸素濃度の算出方法］

可 燃 性 気 体 の 分 子 式 Ｃ
．

Ｈ． Ｏ
．
Ｎ．Ｓ

，
Ｆ。 （Ｆ は ハ ロ ゲ ン）

＿ １ＯＯ
ｖ 一 ㈱ ｄ は 使 用 し ま せ ん。

１・・… （・… ｂ 午 ｆ
）

限界酸素濃度 ＝ ［！００一 ｛Ｌ＋ （１－Ｌ／ｖ） ｘ１００｝コ ｘＯ．２０９〔％〕 ……… 式（１）

Ｌ：可燃性気体の爆発下限界 〔％〕

〔例〕 トルエ ンの場合

分 子 式 Ｃ． Ｈ． Ｃ Ｈ。 よ り

ａ ＝ ７ ｂ ＝ ８ ｃ ＝ｅ＝：ｆ＝ Ｏ

爆 発 下 限 界 Ｌ二１．２

１００
ｖ＝

１・・… （・・ 午 ）
二２”

限 界 酸 素 濃 度 ＝ ［１００一 ｛１．２＋ （１ －１．２／２．２７） Ｘ１００｝］ Ｘ０，
２０９＝１０．７ ［％］
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１

〕
ひ

ー

○：使用可 △：なるべく 使わない方がよい Ｘ ： 使 用 に 適 さ な い ？：デ ー タ が 無 い 為 不 明表 ２

シ リ コ ン ゴ ム バ イ ト ン

Ｆ Ｐ Ｍ

クロロプレンゴム

Ｃ Ｒ

ニ ト リ ル ゴ ム

Ｎ Ｂ Ｒ

ス チ ィ ー ル

ウ ィ ッ ト 塗 装

ジ ュ ラ コ ン フ ェ ノ ー ル
ポ リ プロ ピレ ン

Ｐ Ｐ

塩 ビ （硬）
材 質

＼

＼

＼
・ 用

㌣
晶

有機 溶 剤 ＼

パ ッ キ ン 類

送 液 チ ュ ー ブ

差圧計ダイヤフラム

キ ャ ッ プ

ガ ラ ス 接 着

○ リ ン グ

電 磁 弁 シ ー ル

送 液 チ ュ ー ブ

ニードル 弁 シール

フィルタパッキン

Ｏ。計ダイヤフラム

Ｏ。 計 弁

ノ ズル パッ キ ン

ブロワオイルシール

励スイッチダイヤフラム

ブ ロ ウ 接 気 部 チ ュ ー ブ 継 手 Ｏ。計ホースェンド

アルミハニカム接着

コ・ガ レッサカノ仁 Ｏ。言十 セ ン サ

キ シ レ ン Ｘ ○ × △ ～ × △ ○ ○ △ ×

ト ル エ ン × ○ × △ ～ Ｘ △ ○ ○ △ Ｘ

イソプロピルアルコール ○ ○ ○ ○ ○ △ ○ ○ ○

ベ ン ゼ ン △ ○ Ｘ Ｘ △ △ ○ △ Ｘ

エ タ ノ ー ル ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ・ ○

酢 酸 エ チ ル △ Ｘ △ △ ～ Ｘ △ ？ ○
、 △ ×

ヘ キ サ ン Ｘ ○ ○ ○ △ ？ ○ △ ○

メ タ ノ ー ル ○ × ○ ○ ○ △ △ ○ ○

ク ロ ロ ホ ル ム × ○ Ｘ × △ × ○ Ｘ ×

ア セ ト ン ○ ～ △ Ｘ ○ ～ △ △ ～ Ｘ △ △ ○ △ ． Ｘ

塩 化 メ チ レ ン × ○ × Ｘ △ × ○ △ ×

（
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使用材質一覧表

Ｃ Ｒ ク ロ ロ プ レ ン ゴ ム

Ｓｉ シ リ コ ン ゴ ム

ＦＰ Ｍ： ふ っ 素 ゴ ム （バ イ ト ン）

ＮＢＲ： ニ ト リ ル ゴ ム

そ の 他 の シ ー ル 部

１） ガラ スと金属の 接合部は Ｓｉ

２） ユ ニ オ ン 継 手 パ ッ キ ン は テ フ ロ ン

３） チ ュ ー ブ 継 手 は ポ リ ア セ タ ー ル

部晶番号 部 晶
．

名 材 質 部晶番号 部 晶 名 材 質

００Ｅ 噴 霧 ノ ズ ル
シ ー ルロ
ハイカ ＮＢＲ テフロン

４１２ 電 磁 弁 Ｖ １ シ ー ル 部 ＦＰ Ｍ

１３１ ル ー ツ ブ ロ ワ
オイ ルシール：ＮＢＲ

スチールウ ・ ト’’ ４１３ 〃 Ｖ ３ シ ー ル 部 テ フ ロ ン

１６１ コ ン プ レ ッ サ カ バ ー ケ ー ス ＰＰ ４１４ 〃 Ｖ ４ シール部 テフロ ン

１６３ ○ リ ン グ バ イ ト ン ４１５ 〃 Ｖ ５ シ ー ル 部 ＦＰ Ｍ

４１６ 〃 Ｖ１０ シ ー ル 部 ＦＰ Ｍ

１８１ フ ィ ル タ パ ッ キ ン Ｓｉ ４３７ ○ リ ン グ ＦＰ Ｍ

濾材 ： ガ ラ ス ウ ー ル

接着 ： エ ポ キ シ

バッキ ン ＣＲ

４４６

１８２ フィ ル タ エ レメ ン ト

二 一 ド ル 弁 シー ル部

テフロン バイトン

４６４ キ ャ ッ プ Ｓｉ

１９４ ヒ 」 タ パ ッ キ ン テ フ ロ ン ４７２ ○ リ ン グ ＦＰ Ｍ

２２４！２２８ ○ リ ン グ
シリ コ ソコ ア十 ア フ１コ ソ
バイ ト ソコ ア 十 テ フ ロ’ソ

４７３ パ ッ キ ン （Ａ） Ｓｉ

２２５ ○ リ ン グ ＦＰＭ ４７４ 〃 （Ｂ） Ｓｉ

２２６ ○ リ ン グ ＦＰ Ｍ ４７７ パ ッ キ ン （小） Ｓｉ

２２７ ア ル ミ ハ ニ カ ム
ア ル ミ ー ム

接 着 ： フ ェ ノ ー ル ５０６ 〃 （ 大） Ｓｉ

２５５ 配管 （Ｅ） ＰＦＡ ５１５ 〃 （中） Ｓｉ

２７５ ○ リ ン グ ＦＰ Ｍ

３８５ 送 液 チ ュ ー ブ Ｓｉ ５６２ Ｏ。濃 度言十

ポ ンプ弁 ・ＣＲ

酪
ド婁：１工／一」嚇脂

セ ソサ蔀 ：塩 ビ

○ リング ：ＣＲ４０ｉ 圧 カ ス イ ッ チ（１）
ダイ ヤ フ フ ムロ
Ｂｍａ－ Ｎ ＮＢＲ

４０２ 〃 （２） 〃 ６４６ 噴 霧 圧 チ ュ ー ブ テ フ ロ ン

４０５ 差 圧 計（１）
タイ ヤフフム目
Ｓｉ

８０１ チ ュ ー ブ ＦＰ Ｍ

４０６ 〃 （２） ！！ ８０２ チ ュ ー ブ ＦＰ Ｍ

〔 定期 点 検 を 実 施 して 下 さ い。 内 容 につ い ては 当 杜 ま でお 間 合 わせ 下さ い。〕

し））
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１２－２ 適正条件での乾燥法

（１） 乾 燥チャンバーへの付着が著しく 多い場合の原因と して、 サ ンプル濃度が高い、 入 口温 度 が低 い、

噴霧 Ｎ。 圧が高い、 あるいは低すぎる、 試料の送液量が多 すぎる、 等のことが考え られま すの で 適宜

調 整 し て 下 さ い。

（２） 運 転中、 噴霧ノ ズル先端に試料が付着し、 スプ レーの方向が変わることがある場合 には、 送液を止

め
、

パ ル ス ジ ェ ッ ト ス イ ッ チ ⑧ を“ＯＮ”に し、 加 圧 Ｎ。ガ ス で ノ ズ ル 先 端 の 付 着 物 を 吹 き 飛 ば し て 下

さい。 そ れで も取れない場合には、 噴霧ノ ズルを取り出して、 溶 剤を浸した紙等で先 端を洗浄 して下

さい。 ノ ズルを取 出す時 は運転を停 止して 行った方が安全上望ま しいですが、 どう して も運転を中断

出来ない場合 は運転をしたままノ ズルを抜 いても外気を吸込まな いようになっています。

（３） サイ クロ ン部 に試料 が付着する場 合の原 因としては、 溶媒剤 が充分に蒸発 していない ためか、 その

試料独自の性状 （低融点、 吸着性 等） が考えられます。 粉体の溶 剤量を少なく するため には、 試料に

対する熱量を増せ ば良い わけですか ら、 入口 温度、 ある いは乾燥 Ｎ， 流量を増加させる か、 又 は、 試

料送液量 を少なくするか して下さ い。 っまり 入口温度と 出口温 度との差を縮めることになりま す。 試

料独自の性状と 考えられる場 合は、 特 殊な添 加剤を加え る等、 試 料を調整して下さい。

（４） 試料粉体の吸湿性 が高 い場合、 生 成物容器 内で湿粉体 になる場 合がありま す。（３）に記 した方 法で乾

燥条件を良くするか、 必 要な らば生成物容器 を加温して運転 して 下さ い。

（５） 噴霧ノ ズルのオ リフィス は４０６μです が、 試料 が懸 濁液 １５
ｚ／励

でオリフィス部の閉塞が激 しい場合 には、 標 準外付属晶と

し て オ リ フ ィ ス 部５０８μ、
７１１μ の ノ ズ ル を 用 意 し て あ り ま

すので （ノズル本体部分 ＜図一１１の① ② ③⑥〉 は４０６μノ

ズ ル と 共 通）、 ご 使 用 下 さ い。 こ れ ら の ノ ズ ル は４０６μ の も １ｏ

の と牛較すると、 スプ レーパター ンの寸法や液滴の粒径が

多 少異なっており、 乾燥状態に影響を与える場合がありま

す。 又
、

〈グ ラ フ ー ２〉 に４０６μ 標 準 ノ ズ ル に お け る 噴 霧

Ｎ。圧力と 噴霧 Ｎ。流量 （大気 圧換 算） の 関係 を 示しま し

た の で ご 参 照 下 さ い。

（６） 乾燥 された粉体のうち非常に小さな粉体 （数μ以下） は

サ イ ク ロ ン で 捕 集 さ れ ず
、 フ ィ ル タ ー に て 捕 集 さ れ る こ と

が あ り ま す。 こ の 量 が 多 い 場 合 に は、 乾 燥 Ｎ。ガ ス 流 量 を

低 く す る か、 噴 霧 Ｎ。 ガ ス 圧 力 を 低 く し て 下 さ い。 又、 粉

体粒子 径は試料の 濃度が低いほうが小 さく なりま す ので、

必要な らば試料濃 度を調整して下さい。
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１２Ｌ３ 運転中の 注意事項

（１） アースは必 ず接続 して下さい。 もし接続 していませんと、 異 常時に漏電 ブレーカが作動 せず、 非常

に 危 険 で す。

（２） 出口温度 はフィ ルタ の材質が劣化します ので１００℃ 以上にはしないで下 さい。

（３） ガラスチ ャンバ類が所定の位置に隙間なく 固定されている事を確認 して下さい。

酸素濃度 が下がりにく かったり、 よ 昇速 度が早く なった場合 は接続部をチェック して下さ い。 配管

接続部やパ ッキ ンに不 具合があると思われる時は、 不具合箇所 の修理又は交換を必 ず行なって下さ い。

（４） 本装置 は防爆構造にはなっていません。 可燃性 ガスが存在す る雰囲気又は可燃性 ガスが発生 する可

能性のある 場所では使用 できま せん。

（５） 試 料 が ス プ レ ー さ れ な く な っ た 場 合 は、 噴 霧 ノ ズ ル の オ リ フ ィ ス 部 が 閉 塞 し た と 考 え ら れ ま す の で、

ノ ズル上部 のプランジャ ＜図一１１の②＞ を押して下さい。 二一 ドル ＜図一１１の③〉 がオリフィス部 の

詰ま りを押 し出します。

（６） 生成物容器 とサイク ロン下部金具の間にリーク があると、 乾燥された粉体がサイク ロン下部に溜まっ

て、 生成物容器の ほう に落ちて こない場合 がありま すので、 生成物容器取 付の際 は充分に注意 して下

さ い。

（７） 生 成物容器の容量は約７５０ｍ１なので、 通常の粉体では２００～２５０ｇ程度で ほぼその８０％容積 にな りま

す。 それ以上運転を続けると、 極端に粉体の捕集効率 が低下 しますので、 一旦運転 を中止 し、 摘集さ

れた 粉体を取り出して下さい。

（８） 試 料によっ ては、 サイ クロ ン部分に静電気を発生する場合がありますので、 付属の静 電除去 ブラ シ

で静 電気を除去して下さい。 ガラス部分に針金を巻き付け、 アースをとるだげでも効果はありますが、

静電 気除去器をサイク ロ ンに垂直に当てて使用すると便利です。

（９） 試 料が送液 ポンプより送られない場合は、 ポ ンプのローラー部分で送液チュー ブが完全 に押 しっぶ

されて いな いか、 チュー ブの内壁が密着して復元 しない、 あるいはノ ズル内部が閉塞 して いる等が考

えら れま すので、 それぞれ正常な状態に戻 してから運転 して下さい。

（１① 送 液 チ ュ ー ブ は ホ ー ス ク ラ ン プ で 確 実 に 固 定 し て 下 さ い。 ノ ズ ル が 閉 塞 し た 場 合 チ ュ ー ブ が ノ ズ ル

カ）ら 外 れ る 場 合 が あ り ま す。

値） 無人 運転はしないで下さい。 試料終了による空運転やノ ズル閉塞の為、 出口温 度 上昇 を起 したり、

試料チュ ー ブがノ ズルか ら外れて試料が流出するな どのため、 思わぬ事故の原因と もなりま す。

⑫ 送 液 チ ュ ー ブ は シ リ コ ン 製 と バ イ トン 製 が あ り、 溶 剤 に よ っ て 使 い 分 け て 下 さ い。 溶 剤 の 種 類 に よ っ

ては侵さ れ、 膨潤して破 断することがありますので、 運転中は ご注意下さい。

㈹ 使用 してい ない時は装置横面にある漏電 ブレーカ を“ＯＦＦ”にして下さい。

ω 温度を記録 したい場合 には、 標 準外付属 晶として温 度記録計 を用 意してありますのでご利用下さ い。

（１５ 試料容器の 下には付属 晶の試料 マットを敷 いて下さ い。 直接上 部フ レー ムに乗せると試料 が温ま っ

た り、 振動で容器 が移動 し、 落下 する こと があります のでご注意 下さい。

Ｇ
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１３ 故 障 処 理 方

本器 にトラブルが発生した場合は、 できるだけ内容を ご確認のうえ最寄りの販売店、 ま た は、 ヤマ ト

科学営 業所ま で ご連絡く ださい。

１３－１ パネルに表示される故障内容

表 示 箇 所 表 示 故 障 内 容 故障時の装置動作 処 理

温 度 設 定 が１７０℃ を 越 え た ブザー が鳴り、
Ｅｒｒ０ 温 度 設 定 を

、
１７０℃以 下 に 設 定 す る。

Ｅｒｒ０ 時 と 設 定 値 を 交 互 に表

示 。

入 口 温 度 セ ンサ ー 断 線 ブ ザ ー が 鳴り、 ヒ ー 部 晶 交 換

Ｅｒｒ１ タ ＯＦＦ、 送 液 ポ ンプ 「販 売 店 ま た は 当 社 の サ ー ビ ス を 受

ＯＦＦ と な る け て 下 さ い。」

トラ イ ア ッ ク が ショ ー ト し ブ ザ ー が 鳴り、 ヒ ー 部 晶 交 換

Ｅｒｒ２ ヒータ制 御 が 不 可 能 と な る。 タ ＯＦＦ、 送 液 ポ ンプ 「販 売 店 ま た は 当 社 の サ ー ビ ス を 受

ＯＦＦ と な る。 け て 下 さ い。」

Ｉ Ｎ Ｌ Ｅ Ｔ ヒ ー タ 断 線 ブ ザ ー が 鳴 り、 送 液
．
部 晶 交 換

Ｔ Ｅ Ｍ Ｐ Ｅｒｒ３ ポ ン プ ＯＦＦ と な る。 「販 売 店 ま た は 当 社 の サ ー ビ ス を 受

け て 下 さ い。」

系 内 圧 力 異 常 上 昇 ブ ザ ー が 鳴 り、 ヒ ー 部 晶 交 換

Ｅｒｒ４ タ ＯＦＦ、 送 液 ＯＦＦ 「販 売 店 ま た は 当 社 の サ ー ビ ス を 受

けて下さい」

風 量 小さ す ぎ る ブザー が 鳴り、
ヒ ー 風 量 を 上 げ る

（０．２ｍ３／ｍｉｎ 以 下 ） 夕 ＯＦＦ、 送 液 ＯＦＦ 風 量 が上 が らな い 時 は 部 晶 交 換

Ｅｒｒ５ 「販 売 店 ま た は 当 社 の サ ー ビス を 受

け て 下 さ い」

入口温度
入口温度過昇 温度設定を上げる （設定不良）

フラッ シング
（設 定 温 度 十１０℃ 以 上） 温 度 が下 が らな い 時 は 部 晶 交 換

「販 売 店 ま た は 当 社 の サ ー ビス を 受

け て 下 さ い」

ポ ン プ 週 負 荷 ブザー が 鳴 り、 ヒ ー 過 負 荷 の 原 因 を 取 り 除 く。

タ ＯＦＦ、 送 液 ＯＦＦ 部 晶 交 換
ＥｒｒＰ

ｒ販 売 店 ま た は 当 社 の サ ー ビス を 受

けて 下 さ い」

出 口 温 度 セ ン サ ー 断 線 ブザ ー 鳴 る。
Ｏ Ｕ Ｔ Ｌ Ｅ Ｔ

部 晶 交 換

Ｅｒｒ １

Ｔ Ｅ Ｍ Ｐ
「販 売 店 ま た は 当 社 の サ ー ビス を 受

けて 下 さ い」
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表 示 箇 所 表 示 故 障 内 容 故障時の装置動作 処 理

冷 凍 機 ま た は 冷 凍 機 用 イ ソ プ ザ ー が 鳴 り、・ヒ ー 部 晶 交 換

Ｅｒｒ６ バ ー タ の 故 障 タ、 送 液 ポ ソ プ 及 び 「 販 売 店 ま た は 当 社 の サ ー ビ ス を 受

冷 凍 機 ＯＦＦ と な る け て下 さ い。」

Ｏ Ｕ Ｔ Ｌ Ｅ Ｔ
Ｏ。濃 度 計 の 異 常 ま た は ０２

フ ザ ー が 鳴 り、 ヒ ー ０２計 の 電 源 ス イ ッ チ が ＯＦＦ に な っ て

Ｔ Ｅ Ｍ Ｐ
計 電 源 断 タ 及 び送 液 ＯＦＦとな い る 場 合 は ＯＮ に す る

る

Ｅ．ｒ０２

０２計 電 源 が ＯＮ に な っ て い る 場 合 は 部

品交換

「販 売 店 ま た は 当 社 の サ ー ビ ス を 受

け て 下 さ い。」

出 口 温 度 出口 温 度 が１００℃ 以 上 に な っ ブザー が 鳴 る 出 口 温 度 が１００℃ 未 満 と な る よ う に 運

フラッ シング た 時 転 条 件 を変 更 す る

系 内 の 酸索 濃 度 が ５ ％ 以 上 ブ ザー が鳴 り、 ヒー 運 転 を 停 止 し、 漏 れ の 原 因 を調 査

Ａ卜２
の時 夕及び送液ポンプ 不良箇所がある場合は部晶交換

ＯＦＦ と な る 「販 売 店 ま た は 当 社 の サ ー ビス を 受

けて下さい」

Ｔ Ｒ Ａ Ｐ

Ｔ Ｅ Ｍ Ｐ
可 燃 性 ガス が検 出さ れ た 時 ブ ザー が 鳴 り、 ヒ ー 装 置 周 辺 の 換 気 を 十 分 に し、 ガ ス 濃

Ａ 卜３ タ 及 び送 液 ポ ンプ 度 を 下 げる。 原 因 を 調 査 す る。

ＯＦＦ と な る

可 燃 性 ガス が検 出さ れ た 時 ブザ ー が 鳴 り、 ヒ ー 装 置 周 辺 の 換 気 を 十 分 に し、 ガ ス 濃

Ａｒ－４ タ 及 び 送 液 ポ ンプ 度 を 下 げ る。 原 因 を調 査 す る。

ＯＦＦ と な る

ＡＩＲ ＩＮ ス イ ッ チ ＯＮ に よ プ ザ ー が 鳴 る
一一０２

０２濃 度 計 の リ セ ッ ト ス イ ッ チ を 押 す

り、０。 濃 度 が ５ ％ を 越 え た

（）
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１３－２ 故 障の 原因と 対策

症 状 原 因 対 策

ＰＯ ＷＥＲ が ＯＮ し な い 。 漏 電 ブ レ ー カ が ＯＦＦ に な っ て い る 。 ブ レ ー カ を ＯＮ に す る

。 電 源 不 良 。 電 源 が 適 正 に な る よ う に 配 慮 す る

。 ＣＡＬ ス イ ッ チ が ＯＮ に な っ て い る 。 ＣＡＬ ス イ ッ チ を ＯＦＦ に す る

。 電 源 コ ー ド 断 線 。 コ ー ド の 取 替 え

。ＰＯ ＷＥＲ ス イ ッ チ 不 良 。 基 板 取 替 え

。制 御 基 板 不 良 。 基 板 取 替 え

。ス イ ッ チ 回 路 及 び 配 線 不 良 。 不 良 箇 所 の 修 理 又 は 基 板 取 替 え

ブロ ワ が作 動 し な い 。 ブロ ワ用 コネク タ が正 しく 接 続さ れて いな い 。 正 常 に 接 続 す る

。 ブ ロ ワ 入 カ コ ー ド 断 線 。 コ ー ド の 取 替 え

。ＢＬＯ ＷＥＲ ス イ ッ チ 不 良 。 ス イ ッ チ 又 は 基 板 取 替 え

。 ブ ロ ワ モ ー タ 不 良 ・ モ ー タ の 取 替 え

。イ ンバ ー タ 不 良 。イ ン バ ー タ 取 替 え

。 ブロ ワ 回 路 及 び 配 線 不 良 。 不 良 箇 所 の 修 理 又 は基 板 取 替 え

。 ブロ ワ 調 節 ダイ ヤ ルの 設 定 不 良 。 異 常 な し。 調 節 ダイ ヤ ル に て ブ ロ ア の 回

転 数 を 上 げ る。

ヒ ー タ が 作 動 しな い 。 ヒ ー タ コ ネ ク タ が 正 しく 接 続 さ れ て い な い 。 正 常 に 接 続 す る

。 他 部 晶 故 障 に よ る 保 護 回路 が 働 い て い る 。 原 因 を 除 去 す る。

（エ ラ ー表 示 が 出 て い る か ０２濃 度 ５ ％ 以 上 ）
（０２濃 度 ５ ％ 以 上 の 場 合 は イ ンタＦ ロ ックを

ＯＦＦ と す る ）

。 ブｉコ ワ ス イ ッ チ が 入 っ て お ら ず 保 護 回 路 が 。 ブ ロ ワ ス イ ッ チ を ＯＮ の 後、 ＨＥＡＴＥＲ

働 い て い る ス イ ッ チ を ＯＮ に す る

。 酸 素 濃 度 が ５ ％以 上 で あ る。 。 酸 素 濃 度 を ５ ％ 以 下 に す る。

。 ヒ ー タ 断 線 。 ヒ ー タ の 取 替 え

。 ＨＥＡＴＥＲ ス イ ッ チ 不 良 ・ 基 板 取 替 え

。 ヒ ー タ 回路 及 び 配 線 不 良 。 不 良 箇 所 の 修 理 又 は基 板 取 替 え

送 液 ポ ン プ が 作 動 し な い 。 保護 回 路 が 働 い て い る 。 原 因 を 除 去 す る

（エ ラ ー 表 示 が 出 て い る か ０。濃 度 ５ ％ 以 上 ） （Ｏ。濃 度 ５ ％ 以 上 の 場 合 はイ ンター ロ ックを

ＯＦＦ と す る ）

。 ポ ンプ 調 節 ダイ ヤ ル が０ に な っ て い る 。 ダイ ヤ ル を 調 節 す る

。 ＰＵ Ｍ Ｐ ス イ ッ チ 不 良 。 基 板 取 替 え

。 ポ ン プ モ ー タ 不 良 。 モ ー タ の 取 替 え

。 ポ ン プ回 路 及 び配 線 不 良 。 不 良 箇 所 の 修 理 又 は 基 板 取 替 え

パ ル ス ジェ ッ トが 作 動 し 。 加 圧 Ｎ。ガス 圧 力 不 足 。 導 入 ガス 圧 力 を １ ㎏／ｃｍ２に す る。

な い 。 チ ュ ー ブの 接続 不 良 。 不 良 箇 所 の修 理 又 は 取 替 え

。電 磁 弁 不 良 。 電 磁 弁 の 取 替 え

。ＰＵＬＳＥ ＪＥＴ ス イ ッ チ 不 良 。 基 板 取 替 え

。 パ ルス ジ ェ ッ ト 回 路 及 び 配 線 不 良 。 不 良 箇 所 の 修 理 又 は 基 板 取 替 え
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症 状 原 因 対 策

表 示 ラ ン プが 点 灯 しな い 。 ラ ン プ 不 良 。 基 板 の取 替 え

。 ラ ン プ 回 路 及 び 配 線 不 良 。不 良 箇所 の修 理 又 は 基 板 取 替 え

調 節 ダイ ヤ ル （ブロワ、 。調節 回路 及 び酒己線不 良 。不良 箇所 の修 理 又 は基 板 取替 え

ヒ ー タ 、
ポ ン フ

。
、
） が 働 カ）

な い

温 度 記 録 計 が 作 動 し な い 。 記 録 計 の ＰＯ Ｗ ＥＲ ス イ ッ チ が ＯＦＦ に な っ 。 ス イ ッ チ を ｂＮ に す る

（オ プ ショ ン） て いる

。記 録計 回路 不良 。基板 取替 え

。記 録計 との 配線 不良 。不良 箇所 の修 理

。記録 計 不良 。不良 箇所 の修 理 又 は取 替 え

温 度記 録 計が振 り切 れ る ・セ ンサ 断線 及 び配線 不良、 又 は記 録計 不良 。不良 箇所 の修 理 又 は取替 え

（オ プ ショ ン）

噴 霧圧 力計 が適 正値 を示 さ 。ノ ズル 閉塞 又 はエア ー漏 れ して いる 。不良 箇所 を 正常 に直す

な い 。 二 一 ド ル 弁 不 良 。 二 一 ド ル 弁 の 取 替 え

。チュ ー ブの 接続 不良 。 不良 箇所 の修 理 又 は取 替 え

。圧力 計 不良 。 圧力 計の 取替 え

。 コ ンプ レ ッ サ 不 良 。 コ ソ プ レ ッ サ 取 替 え

冷 凍 機 が “ ＯＮ ” し な い 。 冷 凍 機 を ＯＦＦ し て ４ 分 以 内 の 時 。 異 常 な し。 ＲＥＦＲＩＧ の 煎 威 が 消 え て か ら

Ｏ Ｎ と な る
。

。冷凍 機不 良 。不 良 箇所 の修 理 又 は取 替 え

ブロワ が止ま らな い ・入口 温度 が４５℃以 上で ブロ ワー ＯＦＦ と した。 。 異 常 な し。 入 口 温 度 が４５℃ 以 下 に な る と

自動 的に 止ま る。

。 ブロ ワ 回路 不良 。基 板 取替 え

ブロワ が自然 に 回り 出す ・ ブロ ワ ＯＦＦ 後、 入口 温 度が５０℃以 上に 。 異 常 な し。 入 口 温 度 が４５℃ 以 下 に な る と

上昇 し た。 自 動 的に 止ま る。

オ リフィ ス差 圧 計 が作動 。寵管 不良 又 は、 は ずれ 。不 良 箇所 修理 又 は取替 え

しな い ・差圧 計不 良 。差 圧計 取 替え

フィ ル タ差圧 計 が作 動 し 。配管 不良 又 はは ずれ 。不 良 箇所 修理 又 は取替 え

な い 。差圧 計不 良 。差 圧 計取 替え

Ｎ．ＩＮ 作動 しな い 。回路 又 は酉改泉・ 配管 不良 。不良 箇所 の修 理 又は基 板 取替 え

。電磁 弁不 良 。 電磁 弁取 替え

。 Ｎ。ガ ス が 供 給 さ れ て い な い 。 Ｎ。 ガ ス 圧 １ ㎏／ｃｍ２Ｇ と す る。

ＡＩＲＩＮ 作 動 し な い 。ノ ズ ル が 抜 け て い る 。ノ ズ ル を 正常 な 位 置 ま で 入 れ る

。 ポ ン プ ス イ ッ チ が 入 っ て い る 。 ポ ン プ ス イ ッ チ ＯＦＦ と す る

ＡＩＲＩＮ 作 動 しな い 。 入口 温 度 が６０℃以 上 。 入口 温度 が６ぴＣ以 下 に 下 がる ま で 待 っ

。 ノ ズ ル 検 出 用 ス イ ッ チ 不 良 。 ス イ ッ チ 取 替 え

。 回路 又 は配 線 ・ 配 管 不 良 。 不 良 箇 所 の 修 理 又 は 基 板 取 替 え

。 電 磁 弁不 良 。 電 磁 弁 取 替え

ｏ

ｏ

＿ ３４ ＿



症 状 原 因 対 策

フ ィ ル タ ＢＬＯ Ｗ が 動 作 。 Ｎ。 ガ ス が 供 給 さ れ て い な い 。 Ｎ。 ガ ス 圧 １ ㎏／ｃｍ２Ｇ と す る。

し な い 。回 路 又 は配 線 ・配 管 不 良 。 不 良 箇 所 の 修 理 又 は 基 板 取 替 え

。電 磁 弁 不 良 ・ 電 磁 弁 取 替 え

ＣＡＬ ス イ ッ チ が 入 らな い 。 ブ レ ー カ が ○ＦＦ 。 ブ レ ー カ を ＯＮ す る

。 パ ワ ー ス イ ッ チ が ＯＮ と な っ て い る 。 パ ワ ー ス イ ッ チ を ○ＦＦ と す る

。 回路 又 は配 線 不 良 。 不 良 箇 所 の 修 理 又 は 基 板 取 替 え

Ｏ。濃 度言十２１％ 調 整 が 出 。 セ ン サ の 劣化 。 セ ンサ 交 換

来 な い
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１４ 交 換 部 品 表

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

部 晶 名 部 晶 番 号 仕 様

ル ー ツ ブ ロ ウ ２１２７４１－１３ｉ 工ＲＳ－３２Ａ

冷 凍 機 一１３８ ＴＡＬ－５０Ｊ

ト ラ ン ス 一１５４ ＳＤ２１－２００Ａ

リ ニ ア コ ン プ レ ッ サ 一１６１ ＡＣ０９１０

○ リ ン グ （ コ ン プ レ ッ サ） 一１６３ Ｐ１１０ （バ イ ト ン）

フ ィ ル タ パ ッ キ ン 一ユ８１ シ リ コ ン

フ ィ ル タ エ レ メ ン ト 一１８２ ＲＥ －２０５－ ９０ＦＢ

シ ー ズ ヒ ー タ 一１９３ ２ Ｋ Ｗ

ヒ ー タ ノ“ ’
ツ キ・ ン 一１９４ 高 温 用 ク ッ シ ョ ン ガ ス ケ ッ ト ９０１０Ａ

サ ポ ー ト ジ ャ ッ キ 一２０３ ＳＪ－２０

○ リ ン グ （ ノ ズ ル 孔 ） 一２２４ テ フ ロ ン コ ー ト Ｐ２２

○ リ ン グ （ 分 配 器 内 ） 一２２５ Ｐ１４５ （バ イ ト ン）

○ リ ン グ （ 分 配 器 下 ） 一２２６ Ｐ１３５ （バ イ ト ン）

配 管 （Ｅ） （フ レ キ ホ ー ス） 一２５５ １ ％ ｘ４００ （ＰＦＡ）

○ リ ン グ （ オ リ フ ィ ス ） 一２７５ Ｇ６５ （バ イ ト ン）

押 ボ タ ン ス イ ッ チ 一３２４ Ａ ３ Ｄ Ａ －９０Ａ１－００ＥＧ

マ イ ク ロ ス イ ッ チ 一３６２ ＳＳ－０１ＧＬ２

送 液 ポ ン プ モ ー タ 一３７３ Ｄ Ｍ Ｅ ６０ＨＰ２４Ｖ ＋ ６ Ｈ３６

玉 軸 受 一３７７ ＳＳＲ －１０３０ＺＺ

送 液 チ ュ ー ブ 一３８５ シ リ ヲ ン φ ４ × φ ２ × １ ｍ

送 液 チ ュ ー ブ 一３８６ バ イ ト ン φ ４ × φ ２ × １ ｍ

チ ュ ー ブ ク ラ ン プ 一３８７ Ｍ Ｈ －２３Ｎ

ス ペ ー サ 一３８８ シ リ コ ン φ ８ × φ ４

入 口 温 度 セ ン サ 一３９０

出 口 温 度 セ ン サ 一３９１ プ ラ グ 付

温 度 セ ン サ ハ ー ネ ス 一３９２ ソ ケ ッ ト 付

冷 凍 機 温 度 セ ン サ 一３９３

基 板 一３９９

圧カスイ ッチ（１）（系内圧力） 一４０１ ＬＧＷ－５０

圧カスイ ッチ（２）（最低風量） 一４０２ ＬＧＷ－３

差 圧 計（１） （ 最 低 風 量 ） 一４０５ ＤＧ８５ ０ ～１００㎜ Ｈ２０

差 圧 計（２） （オ リ フ ィ ス ） 一４０６ ＤＧ８５ ０ ～２００㎜ Ｈ２０

電 磁 弁 Ｖ ユ （Ｎ２ 導 入） 一４１２ ＡＤＫ１１－２０Ａ － Ｅ－ ２ Ｃ －１００Ｖ

電 磁 弁 Ｖ ３ （パ ル ス ジ ェ ッ ト） 一４１３ ＡＢ４ユー０２－ ５ － Ｆ一ユ００Ｖ

電 磁 弁 Ｖ ４ （排 気） 一４１４ ＡＢ４１－０３－ ７ －Ｆ －１００Ｖ

電 磁 弁 Ｖ ５ （外 気 導 入） 一４ユ５ ＡＢ４１－０４－ ８ －Ｅ －１００Ｖ

電 磁 弁 Ｖ１Ｏ （三 方 弁） 一４ユ６ ＡＧ３ユー０１－ ２ － Ｆ－１００Ｖ

電 磁 弁 Ｖ ８ （Ｎ。 導 入） 一４１７ ＡＢ３ｉ－０１－ １ － Ｅ－１００Ｖ

電 磁 接 触 器 一４２２ Ｂ］〉［Ｆ ６１０４１Ｎ

ｏ

し）
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※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

部 晶 名 部 晶 番 号 仕 様

イ ン バ ー タ 一４２８ ＦＶＲ００４Ｋ ５ － ７

安 全 弁 パ ッ キ ン 一４３６ バ イ ト ン

○ リ ン グ （ 安 全 弁 ） 一４３７ Ｐ４４（バイ トン）

○ リ ン グ （ 安 全 弁 ） 一４３８ Ｐ３０（バイ トン）

圧 力 計 一４４５ ＤＵ － １／４ －６０－ ３ Ｋ

二 一 ド ル 弁 一４４６ ２４１２Ｔ－Ｓ 二 ７

ド ラ イ ン グ チ ャ ン バ 一４６１ 超 硬 質 ガ ラ ス

キ ャ ッ プ 一４６ ４ シ リ コ ン ゴ ム

放 爆 ガ ラ ス 一４７１ 超 硬 質 ガ ラ ス

○ リ ン グ （ 放 爆 ガ ラ ス ） 一４７２ Ｐ８５ （バ イ ト ン）

パ ッ キ ン（Ａ） （ チ ャ ン バ ） 一４７３ シ リ コ ン ゴ ム

パ ッ キ ン（Ｂ） （ チ ャ ン バ ） 一４７４ シ リ コ ン ゴ ム

パ ッ キ ン （ 枝 管 ） ■ ４７７ ４０Ａ （シ リ コ ン ゴ ム）

サ イ ク ロ ン 一４８３ 超 硬 質 ガ ラ ス

生 成 物 捕 集 容 器 一５０１ 超 硬質 ガラス

パ ッ キ ン （ 生 成 物 容 器 ） 一５０６ １００Ａ （シ リ コ ン ゴ ム）

パ ッ キ ン （ サ イ ク ロ ン ） 一５１５ ５０Ａ （シ リ コ ン ゴ ム）

ノ ズ ル ー 式 一００Ｅ １／８ＪＣ〇 二流体微噴霧ノ ズル

ク リ ー ン ニ ー ド ル 一５４８

酸 素 濃 度 計 （表示普Ｋセンサ、ポンフつ 一５６２ Ｔρ 一３０３ＹＡ 型

ガ ス 警 報 器 一５６７ ＹＦ －３１３型

回 収 フ ラ ス コ 一５７５ 超 硬 質 ガ ラ ス

漏 電 ブ レ ー カ 一５８１ ＢＪＳ３０３４

冷 却 フ ァ ン 一５８８ ＵＳ８０Ｄユ０

フ ラ ス コ ク ラ ン プ ー 式 一００Ｄ

ホ ー ス ク ラ ン プ 一６ｉ７ Ｍ Ｈ－９２Ｎ

ク ニ フ ロ ン Ｆ フ レ ッ ク ス 一６４６ １／４ ｘ１５０ （ＰＦＡ）

送 液 チ ュ ー ブ 押 工 一 式 一００Ｕ

静 電 除 去 ブ ラ シ 一７７８

マ ッ ト 一７ ８６ シ リ コ ン

注） ※印は消耗晶です。



糠電恥懇勢蟻輔繋議罐緊轟藍
本 社 ： 〒１０３ 東 京 都 中 央 区 日 本 橋 本 町２ ＋ ６

エ レ ク ト ロ ニ ク ス 営 業 部（０３）３２３トｌｌ１２ 東 日 本 営 業 部（０３）３２３１－ｌｌ１８

バ イ オ 新 素 材 営 業 部（０３）３２３１－ｌｌ１２ 海 外 一 部（０３）３２３ Ｈ １２１

施 設 営 業 部 （０３）３２３トｌｌ１３ 海 外 二 部（０３）３２３ Ｈ １２２

営 業 推 進 部（０３）３２３１－ｌｌ１４ 国 際 部 （０３）３２３１－ｌ１２４

市 場 開 発 部（０３）３２３ Ｈ ｌ１６ 通 信 販 売 部（０３）３２３１－ｌ１２５

室 町 別 館 ： 〒ｌ０３ 東 京 都 中 央 区 室 町４－２－１５ 東 日 本 営 業 部（０３）３２７９－０９１６

厚 木 商 晶 セ ン タ ー ： 〒２４３－３０ 神 奈 川 県 愛 甲 郡 愛 川 町 中 津４００８ （０４６２）８５－５８９５

営 業 所

札 幌 （０１１）７１２－０３１５

仙 台 （０２２）２２３－２８７３

字 都 宮 （０２８６）３事ｒＯ１０７

甲 府（０５５乏〉斗 一７９２０

ポ 牢（・・醜）宰 ・・ｌ１一
・鹿 島 （０２自９ 抽 ２－３１０４

千 莱 （ρ４７２）４１－７０８５

大 宮

．

（・÷８ 呼 ヤ ９

川 越（０４９２）４４ ８５１５

八 王 子（０４２６）４４－０９３１

国 分 寺（０４２３）２３－９６６ｏ

城 北（０３）３９０３－６６４１

東 京（０３）３２３
，
１－２１１２

川 崎（０４４）２４５－０３３１

横 浜（０４５）７６１－６７５１

構 浜 北（０４５）９８２－６８２１

厚 木（０４６２）２４－６９１１

平 塚（０４６３）３４－１６０１

名 古 屋（０５２）８７１－０５５１

金

大

京

広

福

沢 （０７６２）５１－２１５２

阪 （０６） ３６４－７５９１

都 （０７５）３５１－６６８１

島 （０８２）２２ト０９２１

岡 （９９２）４１１－２３１５
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